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｠
｠ 分子科学研究所極端紫外光研究施設の光源加速器UVSORは1983年の運転開始以来25年間安定に
稼働を続けている。2003年には加速器の大幅な改造を実施し、低エミッタンス化と直線部増強を
実現した。これ以降UVSOR-IIと呼ばれている。2008年2月現在、UVSOR-IIは27nm-radの低エミッ
タンスで定常的に運転され、直線部には4台のアンジュレータが設置されている。ビーム電流は
通常350mAを蓄積するが、Touschek効果のために寿命は短く、入射間隔は6時間である。2006年に
入射器であるブースターシンクロトロンのエネルギーをそれまでの600MeVからリングの蓄積エ
ネルギーに等しい750MeVに増強した。2007年には入射路もフルエネルギー化した。リングの周囲
の遮蔽の増強も行い、2007年夏以降、定常的にフルエネルギー入射で運転している。現在、制御
系・インタロック系の整備、放射線の変更申請などを準備中であり、近い将来のトップアップ入
射の実現を目指している[1]。｠
｠ 光源開発研究では近年は特にコヒーレント光発生法の開発に力を入れている。UVSOR-IIでは運
転開始間もないころから自由電子レーザー（FEL）の開発を行ってきたが、最近では加速器の性
能向上により、波長200nm付近の深紫外領域での大強度発振が可能となってきた[2]。利用研究も
始まっている[3]。さらに短波長域でのコヒーレント光発生を目指して、外部からシード光を注
入し、そのコヒーレント高調波（CHG）を発生する実験を行っている。これまでにTi;Saレーザー
の三倍波の発生に成功し[4]、今後さらに実験を真空紫外領域へ拡張していきたいと考えている。
一方、長波長側では、テラヘルツ領域でのコヒーレントシンクロトロン放射（CSR）の発生の研
究を進めている。ビームの不安定性によるバースト的な大強度放射の研究[5]に引き続き、最近
は、レーザーを用いたいわゆるバンチスライス法によるCSR発生法の開発を行っている[6]。最も
新しい成果として、入射レーザーパルスに振幅変調をかけることで、電子バンチ上にサブミリメ
ートルオーダーの周期的な密度構造を形成し、一様磁場中から準単色のテラヘルツ光を取り出す
ことに成功した[7]。｠
｠ 講演では、まず、UVSOR-II光源加速器の現状を紹介し、引き続き、蓄積リングを用いたコヒー
レント光発生法の研究の現状について述べる。｠
｠
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